
ＫＩＣＳ化事業の概要
　
産
学
官
連
携
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、
産
業
振
興
、
地
域
活
性
化
な
ど
の
重

要
な
要
素
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
大
学
と
企
業
と
の
個
別
の
共
同
研
究
、
共
同
開

発
は

年
前
に
比
べ
る
と
格
段
に
増
加
し
て
い
る
中
、
大
学
は
地
域
全
体

都
道

府
県
レ
ベ
ル

の
産
業
振
興
、
雇
用
対
策
、
地
域
お
こ
し
な
ど
を
目
的
と
し
た
産

学
官
連
携
を
組
織
的
に
推
進
す
る
こ
と
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
傾
向
は
特

に
地
方
で
顕
著
で
あ
り
、
大
学
の
地
域
貢
献
を
深
化
さ
せ
る
た
め
に
、
大
学
が
地

域
に
深
く
入
り
、
地
域
の
声
、
企
業
な
ど
の
課
題
を
丁
寧
に
拾
い
、
地
域
課
題
解

決
を
推
進
す
る
動
き
が
出
始
め
て
い
る
。

「
知
」
の
拠
点
整
備
推
進
課
題
解
決
し
産
業
活
性
化

地域における産学官連携の新たな展開 大
学
産
学
連
携
学
会
　
理
事
石
塚
　
悟
史
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地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
産

学
官
連
携
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
全
国
的
に
行

わ
れ
て
い
る
。
地
域
で
は
、

特
に
少
子
高
齢
化
に
伴
う
労

働
人
口
の
減
少
、
地
域
経
済

の
衰
退
、
医
療
費
の
増
大
な

ど
の
多
く
の
課
題
が
山
積
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
、

全
国
各
地
で
大
学
と
自
治
体

や
経
済
団
体
と
の
組
織
的
連

携
に
基
づ
く
、
地
域
志
向
の

産
学
官
連
携
活
動
に
力
を
入

れ
は
じ
め
て
い
る
。
２
０
１

３
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
文
部

科
学
省
の
地

知

の
拠
点

整
備
事
業

通
称
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事

業

は
、
そ
の
動
き
に
拍
車

を
か
け
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
地
域
志
向
の
産
学
官
連
携

の
例
と
し
て
、
高
知
大
学
で

行
わ
れ
て
い
る
「
高
知
大
学

イ
ン
サ
イ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
シ
ス
テ
ム

Ｋ
Ｉ
Ｃ

Ｓ

化
事
業
」
を
紹
介
す

る
。
高
知
県
で
は
、

年
か

ら
県
内
を
七
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地

域
産
業
振
興
監
と
地
域
支
援

企
画
員
を
配
置
し
て
、
各
エ

リ
ア
の
課
題
に
県
庁
を
挙
げ

て
支
援
す
る
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。
高
知
大
学
は
そ
の

７
ブ
ロ
ッ
ク
の
高
知
県
地
域

本
部
に
大
学
の
地
域
ブ
ラ
ン

チ
を
併
設
し
て
立
ち
上
げ
、

各
地
域
に
大
学
派
遣
地
域
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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を
常
駐

さ
せ
る
、
新
し
い
地
域
連
携

・
産
学
官
連
携
の
体
制
が
発

足
し
て
い
る
。

　
Ｕ
Ｂ
Ｃ
は
産
学
連
携
機
能

と
域
学
協
働
機
能
の
二
つ
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
域
学

協
働
機
能
と
は
、
一
方
で
地

域
の
教
育
シ
ー
ズ

地
域
課

題
や
地
域
の
社
会
人

と
を

つ
な
い
で
「
地
域
志
向
」
の

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築

を
促
進
し
、
他
方
で
大
学
の

研
究
シ
ー
ズ
を
地
域
課
題
解

決
に
つ
な
げ
て
い
く
機
能
で

あ
る
。
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
常
駐
す
る

場
に
は
、
オ
フ
ィ
ス
機
能
と

と
も
に
、
地
域
の
学
習
拠
点

と
し
て
、
学
生
教
育
と
社
会

人
教
育
・
生
涯
学
習
の
た
め

の
教
室
機
能
を
併
設
し
て
い

る
。

　
Ｕ
Ｂ
Ｃ
お
よ
び
Ｕ
Ｂ
Ｃ
オ

フ
ィ
ス

複
数

は
、
機
動

的
に
大
学
本
部
と
の
情
報
共

有
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
大
学
の

教
職
員
、
学
生
と
の
連
携
体

制
が
構
築
で
き
る
よ
う
、
従

来
の
学
内
体
制
と
の
一
本
化

が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
体

制
に
よ
り
、
地
域
課
題
解
決

を
担
う
人
材
育
成
と
大
学
シ

ー
ズ
を
生
か
し
た
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
機
能
の
両
方
を
備
え
た

域
学
協
働
の
「
地
域
づ
く

り
」
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
、
地
域
再
生
・
活
性
化
を

目
指
し
て
い
る
。
同
シ
ス
テ

ム
は
個
別
領
域
の
課
題
解
決

と
同
時
に
、
地
域
の
課
題
解

決
能
力
の
向
上
を
図
り
、
持

続
可
能
な
地
域
再
生
・
活
性

化
を
実
現
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
ま
た

年
度
に
新
し
い

「
地
域
協
働
学
部

仮

称

」
の
設
置
も
計
画
さ
れ

て
い
る
。
同
学
部
で
は
地
域

協
働
に
参
加
す
る
多
く
の
組

織
や
人
々
の
力
を
生
か
し
、

課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
を

円
滑
に
進
め
る
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
」
「
オ
ー

ガ
ナ
イ
ズ
機
能
」
「
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
機
能
」
と
い
う
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
三
つ
の
能
力

を
養
成
す
る
た
め
、
「
キ
ャ

ン
パ
ス
は
地
域
、
テ
キ
ス
ト

は
人
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
地
域
の
有
す
る
力
を
借

り
て
、
同
時
に
そ
の
成
果
を

地
域
に
還
元
す
る
教
育
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
同
学
部
の
教
育
も
Ｕ

Ｂ
Ｃ
な
ら
び
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
オ
フ

ィ
ス
を
拠
点
と
し
た
展
開
と

な
る
予
定
で
あ
る
。

　
今
後
、
全
国
各
地
で
大
学

の
地
域
貢
献
を
深
化
さ
せ
る

た
め
に
、
大
学
が
地
域
に
深

く
入
り
、
地
域
の
声
、
企
業

な
ど
の
課
題
を
丁
寧
に
拾

い
、
地
域
課
題
解
決
の
活
動

を
推
進
す
る
と
い
う
、
新
た

な
産
学
官
連
携
の
流
れ
が
大

き
く
な
っ
て
く
る
と
推
測
さ

れ
る
。
大
学
の
地
域
志
向
の

産
学
官
連
携
は
今
後
ま
す
ま

す
活
発
に
な
っ
て
く
る
と
予

想
さ
れ
、
お
そ
ら
く
全
国
的

に
大
学
の
若
い
学
生
を
は
じ

め
、
多
く
の
教
職
員
が
地
域

に
お
け
る
産
学
官
連
携
の
現

場
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。


